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「必死に生きてこそ、その生涯は光を放つ」 
 ２月１２日（木）の学力診断テストに向けた「きらきら光プロジェクト」が始まって早くも２カ月近

くが経とうとしています。勉強の進み具合はどうでしょうか。廊下に設置された 5 教科の学習プリ

ントを自ら取りにいく姿や休み時間を使って友達と学習に取り組んでいる姿、他のクラスに取り

組んだプリントの枚数で負けないよう互いに声を掛け合い、クラス全体でまとまっていく姿など

様々な場面で学びに向かう姿勢を見ることができました。 

さて、「きらきら光プロジェクト」の由来となる「必死に生きてこそ、その生涯は光を放つ」という

言葉を残した織田信長について皆さんよくご存知だと思います。戦国時代に活躍した武将で日

本を統一する流れをつくった人物です。信長は初めて鉄砲を実戦で使用したことや人々の身分

に関わらず能力のある者を自身の家臣に登用しました。その中には信長の死後に全国統一を

成し遂げたことで有名な「豊臣秀吉」もいます（秀吉は農民出身だった）。このように当時では

考えられない新しいやり方で、天下統一への道を切り拓いた人物でした。 

では、「必死に生きてこそ、その生涯は光を放つ」の言葉の意味を皆さんはご存知でしょうか。

この言葉には‘‘全力であがいて生きた人生こそ美しい‘‘という意味が込められています。この言

葉は皆さんがテストに向けた日々の学習への取り組み方にも応用できるのではないでしょうか。

自分の目標の点数をとるという「結果」も大切ですが、それよりもテストに向けて必死に向き合っ

た時間は、必ず自分の力になります。結果だけでなく、「本気で取り組んだかどうか」を大切にし

て、テストに臨みましょう。 

 

～「話せる知識は点数になる」説明できる人はテストに強い～  
テスト本番が近づいてきましたね。テストで高得点を

取るための勉強のコツを紹介します。「ラーニングピラ

ミッド」という学習の考え方があります。これは、ただ聞

いたり読んだりする学習よりも、人に教えたり、話し合っ

たりする学習の方が、理解が深まり、記憶にも残りやす

いと言われています。友だちに説明しようとすると、「自

分は本当に分かっているかな？」と考えます。その瞬間

に、理解は一段深まります。これからの授業やテスト勉

強でも、ぜひ「教え合い」を大切にしていきましょう。 

 

２月の行事予定 

 
 

～保護者の皆様へ～  

 日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。現在、インフルエン

ザが流行する時期となっております。学校におきましても、手洗い・換気等の感染予防に努めておりま

すが、ご家庭におかれましても、お子様の健康管理に十分ご配慮いただきますようお願いいたします。

2 月に実施する学力診断テストや後期期末考査に向けてお子様が元気に学校生活を送れるよう、

引き続きご理解とご協力をお願いいたします。 
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